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四 半 期 報 告 書 

 

 

  １ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開

示用電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁

を付して出力・印刷したものであります。 

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四

半期レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書

を末尾に綴じ込んでおります。 
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第30期 

第２四半期連結 
累計期間 

第31期 
第２四半期連結 

累計期間 
第30期 

会計期間 
自 2019年４月１日 
至 2019年９月30日 

自 2020年４月１日 
至 2020年９月30日 

自 2019年４月１日 
至 2020年３月31日 

売上高 （百万円） 4,478 4,861 9,172 

経常利益 （百万円） 802 961 1,818 

親会社株主に帰属する 

四半期（当期）純利益 
（百万円） 551 647 1,248 

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 545 655 1,233 

純資産額 （百万円） 7,410 8,232 7,842 

総資産額 （百万円） 12,117 12,600 11,720 

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 12.92 15.17 29.24 

潜在株式調整後１株当たり 

四半期（当期）純利益 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 61.2 65.3 66.9 

営業活動による 

キャッシュ・フロー 
（百万円） 453 930 1,973 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 
（百万円） △18 △119 △420 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 
（百万円） △623 △639 △2,259 

現金及び現金同等物の 

四半期末（期末）残高 
（百万円） 6,054 5,708 5,536 

 

回次 
第30期 

第２四半期連結 
会計期間 

第31期 
第２四半期連結 

会計期間 

会計期間 
自 2019年７月１日 
至 2019年９月30日 

自 2020年７月１日 
至 2020年９月30日 

１株当たり四半期純利益 （円） 7.17 8.70 

（注）１．四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 

 

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。 

 

(1）経営成績等の概要及び分析 

 当第２四半期連結累計期間（2020年４月１日～2020年９月30日）の当社グループの主要顧客である土木・建築業

界を取り巻く環境につきましては、災害復旧・防災等の対応のため、公共投資は底堅く推移した一方、新型コロナ

ウイルスの感染拡大の影響等については、引き続き予断を許さない状況が続いております。 

 

 このような状況のなか、当社グループにおきましては、2021年３月期から2023年３月期までの３ヵ年を対象にし

た中期経営計画を策定いたしました。当社グループは建設ＩＣＴの専門企業として、その中核となる中期経営方針

に下記の４項目を掲げるとともに、2023年３月期において達成すべき目標として３項目を設定しております。これ

らの方針を基に、目標を達成すべく事業を着実に展開してまいりました。 

 

＜中期経営方針＞ 

 ・地場ゼネコンから広域ゼネコンへターゲット拡大 

 ・土木系から建築系へ対象顧客の業種拡大 

 ・システム・測量計測事業を中心とした独自商品・サービスの開発強化及びサポートの充実 

 ・レンタルを基本とした営業・サポート体制の構築及び全国展開の推進 

 

＜中期経営目標＞ 

 ・主力商品・サービス売上高（※）  80億円超（2020年３月期対比 50％超） 

 ・営業利益率             20％超 

 ・ＲＯＥ               20％超 

 

※ 主力商品・サービスは、繰り返し利用が多い「レンタル」とその「付随商品・サービス」及び「内製サービ

ス」により構成されています。 

 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、主力商品・サービスの営業に注力した結果、既存顧客を中心

に受注が順調に推移し、売上高は4,861百万円（前年同期比8.6％増）となりました。 

利益面でも、付加価値の高い主力商品・サービスの売上高が増加したことにより、売上総利益が2,170百万円

（前年同期比12.6％増）と順調に推移しました。また、販売費及び一般管理費は、主に測量計測事業における営業

活動の効率化及びセミナー活動の休止等により減少した一方、処遇改善等により人件費が増加したことから、

1,163百万円（前年同期比4.5％増）となりましたが、売上総利益の増加により営業利益は1,007百万円（前年同期

比23.5％増）となりました。その結果、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益においても前年同期を上回

る実績となりました。 

 

 なお、主力商品・サービスについては、主に既存顧客によるリピート利用が伸長し、レンタル稼働数が増加した

ことに伴い、売上高は2,831百万円（前年同期比15.0％増）となりました。 
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 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の実績は、下記表のとおりとなりました。 

 

▼当社グループ                                 （単位：百万円、％） 

 
前第２四半期連結累計期間 

（自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 2020年４月１日 
 至 2020年９月30日） 

前年同期比

売上高 4,478 4,861 8.6

営業利益 815 1,007 23.5

営業利益率 18.2 20.7 2.5pt 

経常利益 802 961 19.8

親会社株主に帰属する

四半期純利益
551 647 17.5

 

▼主力商品・サービス                              （単位：百万円、％） 

 
前第２四半期連結累計期間 

（自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 2020年４月１日 
 至 2020年９月30日） 

前年同期比

売上高 2,462 2,831 15.0
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 セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。 

＜システム事業＞ 

 当事業につきましては、クラウドストレージサービスを中心にモバイル回線・入出力機器（ＭＦＰ・ネットワー

クカメラ等）が一体となった、業界に特化したＩＴインフラサービスのレンタル等に関して、主力商品・サービス

を中心とした商品力の強化及び営業に注力した結果、既存顧客を中心に受注が順調に推移し、当事業の売上高は

2,218百万円（前年同期比16.8％増）となりました。利益面は、中期経営計画に基づく積極的な人員増加策による

人件費の増加などにより、販売費及び一般管理費が増加いたしましたが、主力商品・サービス売上高の伸長により

売上総利益が増加し、セグメント利益（営業利益）は585百万円（前年同期比33.0％増）となりました。 

 

＜測量計測事業＞ 

 当事業につきましては、測量機器及び計測システム等のレンタル・販売に関して、主力商品・サービスの営業に

注力した結果、既存顧客を中心にワンマン測量システム・締固め管理システム「Geo-Press Cloud」等レンタル受

注が順調に推移し、当事業の売上高は1,759百万円（前年同期比2.1％増）となりました。利益面は、レンタル売上

高の伸長による売上総利益の増加と、営業活動の効率化及びセミナー活動の休止等による販売費及び一般管理費の

減少により、セグメント利益（営業利益）は305百万円（前年同期比21.9％増）となりました。 

 

＜ハウス備品事業＞ 

 当事業につきましては、建設現場事務所用ユニットハウス及び什器備品等のレンタル・販売に関して、自社レン

タルの受注が堅調に推移し、当事業の売上高は563百万円（前年同期比4.1％増）となりました。利益面は、レンタ

ル売上高の伸長による売上総利益の増加等により、セグメント利益（営業利益）は91百万円（前年同期比7.9％

増）となりました。 

 

＜その他＞ 

 その他につきましては、売上高は319百万円（前年同期比2.0％増）となりました。セグメント利益（営業利益）

は24百万円（前年同期比38.7％減）となりました。 

 

▼セグメント                                   (単位：百万円、％） 

 
前第２四半期連結累計期間 

（自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 

（自 2020年４月１日 
 至 2020年９月30日） 

前年同期比

システム事業      

 売上高 1,900 2,218 16.8

 セグメント利益 440 585 33.0

 セグメント利益率 23.2 26.4 3.2pt

測量計測事業      

 売上高 1,723 1,759 2.1

 セグメント利益 250 305 21.9

 セグメント利益率 14.6 17.4 2.8pt

ハウス備品事業      

 売上高 541 563 4.1

 セグメント利益 84 91 7.9

 セグメント利益率 15.6 16.2 0.6pt

その他      

 売上高 313 319 2.0

 セグメント利益 39 24 △38.7

 セグメント利益率 12.6 7.6 △5.0pt
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(2）財政状態の概要及び分析 

（資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は12,600百万円となり、前連結会計年度末と比較して880百万円増

加いたしました。これは主に現金及び預金が171百万円、その他流動資産が286百万円増加したことによるものであ

ります。 

 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における負債は4,368百万円となり、前連結会計年度末と比較して490百万円増加い

たしました。これは主に支払手形及び買掛金が209百万円、その他流動負債が224百万円増加したことによるもので

あります。 

 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は8,232百万円となり、前連結会計年度末と比較して390百万円増加

いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益647百万円を計上した一方で、剰余金の配当264百万

円を行ったことによるものであります。 

 以上の結果、自己資本比率は65.3％となりました。 

 

(3）キャッシュ・フローの状況の分析 

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は5,708百万円となり、前連

結会計年度末と比較して171百万円増加いたしました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果獲得した資金は930百万円（前年同期は453百万円の獲得）となりました。これは主に、税金等調

整前四半期純利益961百万円、資金支出を伴わない費用である減価償却費410百万円による資金の獲得に対して、法

人税等の支払額410百万円が充当されたことによるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は119百万円（前年同期は18百万円の使用）となりました。これは主に、有形固定

資産の取得による支出98百万円によるものであります。 

 

 以上により、当第２四半期連結累計期間末の営業活動によるキャッシュ・フローから投資活動によるキャッシ

ュ・フローを差し引いたフリー・キャッシュ・フローは、810百万円の資金増加（前年同期は435百万円の資金増

加）となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は639百万円（前年同期は623百万円の使用）となりました。これは、リース債務の

返済による支出374百万円及び配当金の支払額264百万円によるものであります。 

 

▼キャッシュ・フロー計算書                            （単位：百万円） 

 
第30期 

第２四半期連結 
累計期間 

第31期 
第２四半期連結 

累計期間 
前期差 

営業活動によるキャッシュ・フロー 453 930 477 

投資活動によるキャッシュ・フロー △18 △119 △101 

フリー・キャッシュ・フロー 435 810 375 

財務活動によるキャッシュ・フロー △623 △639 △15 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △188 171 360 

現金及び現金同等物の期首残高 6,243 5,536 △706 

現金及び現金同等物の期末残高 6,054 5,708 △346 
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(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題 

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が優先的に対処すべき事業上及び財

務上の課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。 

 

(5）研究開発活動 

 該当事項はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 152,000,000 

計 152,000,000 

 

 

②【発行済株式】

種類 
第２四半期会計期間末現
在発行数（株） 
 （2020年９月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（2020年11月13日） 

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名 

内容 

普通株式 43,400,000 43,400,000 
東京証券取引所 

市場第一部 

単元株式数 

100株 

計 43,400,000 43,400,000 － － 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式
総数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額 
（百万円） 

資本金残高 
（百万円） 

資本準備金 
増減額 
（百万円） 

資本準備金 
残高 
（百万円） 

2020年７月１日～ 

2020年９月30日 
－ 43,400,000 － 425 － 428 
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（５）【大株主の状況】

    2020年９月30日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（株） 

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％） 

有限会社横島 長野県上田市材木町2-5-22 16,000,000 37.5 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口） 
東京都港区浜松町2-11-3 4,625,400 10.8 

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海1-8-12 2,642,200 6.2 

シーティーエス社員持株会 長野県上田市古里115 862,100 2.0 

J．P．MORGAN BANK LUXEMBOURG S．A．

1300000 

(常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営

業部) 

EUROPEAN BANK AND BUSINESS CENTER 

6，ROUTE DE TREVES，L-2633 

SENNINGERBERG，LUXEMBOURG 

（東京都港区港南2丁目15-1  品川イン

ターシティＡ棟） 

857,000 2.0 

株式会社八十二銀行 長野県長野市大字中御所字岡田178-8 835,200 2.0 

猪股和典 千葉県流山市 666,000 1.6 

GOVERNMENT OF NORWAY 

 (常任代理人 シティバンク、エヌ・エイ

東京支店) 

BANKPLASSEN 2,0107 OSLO 1 OSLO 0107 

NO 

（東京都新宿区新宿6-27-30） 

651,900 1.5 

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内1-1-2 640,000 1.5 

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES 

LUXEMBOURG/JASDEC/FIM/LUXEMBOURG 

FUNDS/UCITS ASSETS 

 (常任代理人 香港上海銀行東京支店) 

33 RUE DE GASPERICH, L-5826 HOWALD- 

HESPERANGE, LUXEMBOURG 

 (東京都中央区日本橋3-11-1) 

562,000 1.3 

計 － 28,341,800 66.4 
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（６）【議決権の状況】
 

①【発行済株式】

        2020年９月30日現在 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式   － － － 

議決権制限株式（自己株式等）   － － － 

議決権制限株式（その他）   － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 720,800 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 42,676,300 426,763 － 

単元未満株式 普通株式 2,900 － － 

発行済株式総数   43,400,000 － － 

総株主の議決権   － 426,763 － 

 

②【自己株式等】

        2020年９月30日現在 

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 
  （％）  

株式会社シーティーエス 長野県上田市古里115 720,800 － 720,800 1.7 

計 － 720,800 － 720,800 1.7 

(注）当社は、単元未満自己株式45株を保有しております。

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】
１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(2020年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2020年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,536 5,708 

受取手形及び売掛金 1,630 1,746 

たな卸資産 ※１   427 ※１   551 

その他 233 519 

貸倒引当金 △6 △5 

流動資産合計 7,822 8,521 

固定資産    

有形固定資産    

リース資産（純額） 1,883 2,005 

その他（純額） 1,486 1,555 

有形固定資産合計 3,370 3,560 

無形固定資産 52 62 

投資その他の資産    

その他 476 458 

貸倒引当金 △1 △1 

投資その他の資産合計 475 456 

固定資産合計 3,898 4,079 

資産合計 11,720 12,600 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金   464 674 

未払法人税等 361 261 

その他 1,660 1,884 

流動負債合計 2,487 2,820 

固定負債    

リース債務 1,216 1,350 

その他 173 196 

固定負債合計 1,390 1,547 

負債合計 3,878 4,368 

純資産の部    

株主資本    

資本金 425 425 

資本剰余金 2,399 2,399 

利益剰余金 5,457 5,840 

自己株式 △460 △460 

株主資本合計 7,821 8,204 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 20 28 

その他の包括利益累計額合計 20 28 

純資産合計 7,842 8,232 

負債純資産合計 11,720 12,600 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

    （単位：百万円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年９月30日) 

売上高 4,478 4,861 

売上原価 2,549 2,690 

売上総利益 1,928 2,170 

販売費及び一般管理費 ※ 1,112 ※ 1,163 

営業利益 815 1,007 

営業外収益    

受取配当金 1 0 

受取地代家賃 1 1 

その他 1 2 

営業外収益合計 3 4 

営業外費用    

支払利息 16 19 

持分法による投資損失 － 30 

営業外費用合計 16 50 

経常利益 802 961 

特別利益    

投資有価証券売却益 9 － 

特別利益合計 9 － 

税金等調整前四半期純利益 811 961 

法人税、住民税及び事業税 259 313 

法人税等調整額 0 0 

法人税等合計 260 313 

四半期純利益 551 647 

親会社株主に帰属する四半期純利益 551 647 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

    （単位：百万円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年９月30日) 

四半期純利益 551 647 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △5 7 

その他の包括利益合計 △5 7 

四半期包括利益 545 655 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 545 655 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：百万円） 

 
 前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日 
 至 2019年９月30日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日 

 至 2020年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 811 961 

減価償却費 400 410 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △0 

受取利息及び受取配当金 △1 △0 

支払利息 16 19 

投資有価証券売却損益（△は益） △9 － 

持分法による投資損益（△は益） － 30 

売上債権の増減額（△は増加） △95 △117 

たな卸資産の増減額（△は増加） 225 △124 

仕入債務の増減額（△は減少） △524 251 

その他 △82 △70 

小計 739 1,360 

利息及び配当金の受取額 1 0 

利息の支払額 △16 △19 

法人税等の支払額 △270 △410 

営業活動によるキャッシュ・フロー 453 930 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △14 △98 

無形固定資産の取得による支出 △27 △21 

投資有価証券の売却による収入 25 － 

その他 △1 △0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △18 △119 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

リース債務の返済による支出 △367 △374 

配当金の支払額 △255 △264 

財務活動によるキャッシュ・フロー △623 △639 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △188 171 

現金及び現金同等物の期首残高 6,243 5,536 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 6,054 ※ 5,708 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１ たな卸資産の内訳は次のとおりであります。 

 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2020年９月30日) 

商品 414百万円 533百万円 

半成工事 5 10 

原材料及び貯蔵品 7 7 

 

２ 当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。この

契約に基づく当座貸越契約に係る借入未実行残高は次のとおりであります。 

 

 
前連結会計年度

（2020年３月31日）
当第２四半期連結会計期間 

（2020年９月30日） 

当座貸越極度額の総額 600百万円 600百万円

借入実行残高 － －

差引額 600 600

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年４月１日  
 至 2019年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年４月１日  

 至 2020年９月30日) 

給料及び手当 552百万円 586百万円 

貸倒引当金繰入額 △2 △0 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 

   
前第２四半期連結累計期間
（自  2019年４月１日
至  2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  2020年４月１日
至  2020年９月30日）

  現金及び預金勘定 6,054百万円 5,708百万円

  預入期間が３ヵ月を超える定期預金 － －

  現金及び現金同等物 6,054 5,708
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日） 

 

１．配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

2019年６月19日 

定時株主総会 
普通株式 256 6.00 2019年３月31日 2019年６月20日 利益剰余金 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

2019年10月31日 

取締役会 
普通株式 256 6.00 2019年９月30日 2019年12月６日 利益剰余金 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日） 

 

１．配当金支払額 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

2020年４月30日 

取締役会 
普通株式 264 6.20 2020年３月31日 2020年６月１日 利益剰余金 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

2020年10月30日 

取締役会 
普通株式 256 6.00 2020年９月30日 2020年12月１日 利益剰余金 
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日） 
 
   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

システム 
事業 

測量計測 
事業 

ハウス備品 
事業 

計 

売上高                

外部顧客への売上高 1,900 1,723 541 4,165 313 4,478 － 4,478 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － － － － － 

計 1,900 1,723 541 4,165 313 4,478 － 4,478 

セグメント利益 440 250 84 776 39 815 － 815 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、道路標示及び標識の工事並びに安

全用品の販売等を含んでおります。 

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日） 
 
   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

システム 
事業 

測量計測 
事業 

ハウス備品 
事業 

計 

売上高                

外部顧客への売上高 2,218 1,759 563 4,542 319 4,861 － 4,861 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － － － － － 

計 2,218 1,759 563 4,542 319 4,861 － 4,861 

セグメント利益 585 305 91 983 24 1,007 － 1,007 

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、道路標示及び標識の工事並びに安

全用品の販売等を含んでおります。 

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 
 

項目 
前第２四半期連結累計期間 
（自 2019年４月１日 
至 2019年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 2020年４月１日 
至 2020年９月30日） 

１株当たり四半期純利益 12円92銭 15円17銭 

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 551 647 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する 

四半期純利益（百万円） 
551 647 

普通株式の期中平均株式数（株） 42,679,155 42,679,155 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

２【その他】

 2020年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………256百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………６円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2020年12月１日

(注)  2020年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  2020年11月12日
 
株 式 会 社 シ ー テ ィ ー エ ス 
 
  取 締 役 会 御 中  

 

  有限責任監査法人トーマツ  

  長 野 事 務 所  

 

 
指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士 下  条  修  司  印 

 

 
指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士 藤  野  竜  男  印 

 

監査人の結論 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シーティ

ーエスの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2020年７月1日から2020年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シーティーエス及び連結子会社の2020年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。 

 

監査人の結論の根拠 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。 

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継

続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。 

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。 

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任 

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 
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 監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。 

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュ

ー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。 

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。 

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。 

 監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。 

 監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。 

 

利害関係 

 会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。 

以 上 

 

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。 
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１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

 当社代表取締役社長横島泰蔵及び執行役員経理財務部長北原巻雄は、当社の第31期第２四半期（自 2020年７月１日 

至 2020年９月30日）の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたし

ました。

 

２【特記事項】

 確認に当たり、特記すべき事項はありません。
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